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会 議 録 

会議の名称 平成 30年度 第 4回 栃木中央地域会議 

開催日時 平成 30年 7月 19日（木）18時 30分開会～20時 19分閉会 

開催場所 栃木市役所 正庁 A  

出席者及び欠席者氏名 別記 1のとおり 

事務局職員職氏名 別記 1のとおり 

その他出席者等 別記 1のとおり 

会議事項 別記 2のとおり 

会議の公開又は非公開の別 公開 

傍聴人の数 0人 

その他必要事項 なし 

会議の経過（議事の要旨） 別記 3のとおり 
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別記 1 出席者及び事務局 

 

○出席者（委員） 

会 長 佐山 正樹     副会長 石河 不砂 

委 員 大島  努     委 員 大出 陽子 

委 員 岡田 真由美    委 員 木村 隆夫 

委 員 杉戸  洋     委 員 関口 利枝 

委 員 羽田 明子     委 員 村田 弘子 

委 員 森戸  稔     委 員 山本 キミ子 

 

○欠席者（委員）   

委 員 池添  亮     委 員 臼井 義雄 

委 員 鷹箸 久江     委 員 田島  大 

委 員 町田 爽起夫    委 員 松本 真由美 

 

○事務局 

【総合政策部】 

 横倉 延男（地域づくり推進課長兼栃木中央地域まちづくりセンター所長） 

 加茂 浩史（地域づくり推進課長補佐） 

 熊谷 充晴（地域づくり推進課副主幹） 

 鈴木 晃子（地域づくり推進課主事） 

 臼井 崇倫（地域づくり推進課主事） 
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別記 2 会議事項（議題及び会議結果） 

  

1 開 会 

 

2 会長あいさつ 

佐山会長 

  

3 報告事項 

杉戸委員より 7月 10日に行われた市民活動実績評価の報告 

 

4 議 事 

（1）「栃木市立地適正化計画の策定方針について」(情報提供) 

                         

（2）地域予算提案事業検討 

  ・地域予算提案制度について 2グループに分かれて意見交換を実施した。 

 

5 その他 

（1）次回の地域会議について 

    ・平成 30年 8月 23 日（木） 18 時 00 分～ 

      蔵の街観光館 2階 多目的ホール 

 

       

 

6 閉 会 
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別記 3 会議の経過（議事の要旨） 

発言者 議題 ・ 発言内容 ・ 決定事項 

 

 

 

 

 

事務局 

 

杉戸委員 

 

 

 

佐山会長 

 

事務局 

 

 

 

佐山会長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 開会 

 

2 会長あいさつ 

 

3 報告事項 

 前回の地域会議以降委員の皆様が出席された会議について報告願います。 

 

 7月 10日に行われた市民活動実績評価の報告。 

 

4 議事 

 （1）「栃木市立地適正化計画の策定方針について」(情報提供) 

事務局より説明をお願いします。 

 

お手元の資料をご覧いただき、ご不明な点がございましたら担当の都市計画課

までお問い合わせください。 

 

（2）地域予算提案事項検討について 

事務局より説明をお願いします。 

 

前回までの会議で検討された提案事項につきまして、以下のとおりまとめまし

たのでご報告いたします。 

1「こども 110番の家活性化事業」 

（事業目的と事業内容） 

・SOSこどもの家の場所を知ってもらい、地域見守り活動の起爆剤にする。 

・SOSこども祭りと題してイベント(スタンプラリー等)を行う。 

2「街しるべ改善事業」 

（事業目的と事業内容） 

・地域の歴史をアピールするために、歴史的説明を街しるべに追加する。 

3「地域遺構看板設置事業」 

（事業目的と事業内容） 

・地域の大切な事柄を説明する看板を掲示することで郷土愛を高めることが

でき、観光客への地域メッセージにもなる。 

・5年 10年の継続事業として中央地域各地に説明看板を作り続ける。 

・品質の高い控えめな看板を統一した型で作り設置する。 

4「からくり時計ＰＲ事業」 

（事業目的と事業内容） 

・設置場所を変える。 
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佐山会長 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

佐山会長 

 

 

佐山会長 

 

Ａ班 

 

 

 

 

 

 

 

 

・定時に動かすのではなく、人の目に触れる時間帯で動かす。 

・看板・周辺対象物の撤去等。 

5「誰もが気軽に集える場所づくり整備事業（蔵の街広場）」 

（事業目的と事業内容） 

・地域自治体や特定の団体等への管理委託。 

・皆が休みたくなるような整備を行う。 

6「交通事故防止対策事業」（スケアードストレート） 

（事業目的と事業内容） 

・栃木中央地域内の各中学校においてスタントマンによる自転車交通安全講

習を実施する。 

 

  以上の提案事項を担当課と協議した結果、平成 30 年度地域予算提案制度と

しては、3・5・6に絞り込みました。ただし、1・2・4についても今年度は提

案できませんが、継続協議として今後も進めてまいります。 

 

 何か質問はありますか。 

 

 からくり時計ＰＲ事業が今回の提案に入らないとなりましたが、これだけ多く

の声が出ているのに単に地域予算提案事業では扱えないで終わってしまうのは

どういったものなのか。 

 

先ほど説明いたしましたように、今回は移転費用が地域予算限度額を超えてし

まうため提案できませんが、今後地域会議で自主的審議を行い、意見書として市

長に提出することも可能と考えられます。 

 

それでは各班で意見交換に入ってください。 

（２班に分かれて意見交換の実施） 

 

 それでは、それぞれの提案を発表してください。 

 

・スケアードストレートを小学生対象に開催したい。大人が見ても刺激的なので

小学生向けにアレンジできないか。自治会にも回覧し、より多くの人に見てもら

いたい。 

・看板設置事業については、文化財リストの確認や設置場所の検討にもう少し時

間を費やした方がいいと思う。限られた地域予算なので蔵の街広場整備に予算を

集中させたい思いがあるので今回は見送りたい。 

・蔵の街広場整備は何とか東屋の壁を抜きたい。協議結果は困難となっているが

再度検討を願いたい。壁があるために防犯上問題となり、地元民や観光客が気兼

ねに休める場所として使えないのが現状である。これらの問題が解決できれば、
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Ｂ班 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

栃木地区と伝建地区を結ぶ素晴らして場所になると思う。現状があまりにも殺風

景なので花のある空間をつくり周辺自治会で管理してもいいのではないか。ま

た、無料駐車スペースをつくることも検討してみてはどうか。 

 

・スケアードストレートを小学生対象に開催したいが、内容をソフトにしないと

刺激が強すぎると思える。小学生向けが困難であれば、再度中学生を対象とし継

続したい。 

・蔵の街広場については、地元の方が有効活用できる場としたい。駐車場スペー

スをイベント活用や健康広場的空間とすることはできないか。人通り、車通りも

激しく見晴らしのいい公園なので活気ある場所としたい。周辺自治会やアダプト

制度を活用し環境美化に努めてもいいのではないか。 

・看板設置事業については、文化財だけでなく市内の史跡等を案内する歴史的案

内板を考えている。大きさもＡ3 程度の簡易なもので、名称と簡単な説明が入れ

られるといいと思う。 

 

それでは、ただ今の意見を事務局で精査したうえで担当課へ見積もり作成を依

頼し、次回会議でお示しいたします。 

 

5 その他 

（１）次回開催予定 平成 30年 8月 23日（木） 18時 00分～ 

          蔵の街観光館 2階 多目的ホール 

  

6 閉会 

 


